２００８年度大韓民国政府奨学金（大学院）留学生募集要項
大韓民国政府は、２００８年度において、日本国籍を有する者に対し、大韓民国政府奨学金留学生を募集する。奨学金の詳細および提出書類の所定用紙については、添付の韓国文・英文募集要項を参照すること。

１．募集人数：　４０名

２．給費期間（２００８年９月～）
①修士課程：２年間
②博士課程：３年間

③研究課程：１年間もしくは６ヶ月間
※修士・博士課程を希望し、韓国語能力試験５級以上を取得していない者は、正規課程に入学する前に２００８年９月～１年以内の語学研修を受けなければならない。なお研究課程希望者には語学研修は行われない。
３．待遇

（１）往復航空旅費の支給

※韓国国内からの移動、またその移動中の保険料は支給しない

※奨学金支給が決定するまでに勉強や就業のため既に韓国に滞在している場合、旅費は支給しない

（２）奨学金：月額９００，０００ウォン

（３）学費：授業料及び入学金全額
（４）研究費（年に2回の支給）
①人文科学：１学期毎に２１０，０００ウォン

②自然科学・芸術・体育教育：１学期毎に２４０，０００ウォン
（５）渡日一時金：２００，０００ウォン
（６）帰国一時金：１００，０００ウォン

（７）語学訓練費：１年以内の語学研修費（修士・博士課程希望の者）

（８）論文印刷費：５００，０００ウォン以内（芸術・体育教育課程の場合は８００，０００ウォン以内）

（９）健康保険料補助
４．応募資格

（1） 日本国籍を有する者

（2） 年齢制限

①修士及び博士課程希望者：１９６８年９月１日以降に出生した者

②研究課程希望者：年齢制限なし
（3） 学歴

①修士課程希望の場合：４年制大学卒業以上の学歴を有する者（２００８年８月３１日現在）

②博士課程希望の場合：修士号以上の学位取得者（２００８年８月３１日現在）
（4） 成績優秀な者（学業成績の平均が10段階中8以上にあたる者）
（5） 英語の十分な能力を有する者。下記の条件のうち、いずれかのスコアを取得している者は優先して選抜される。
TOEFL：PBT500点以上、またはCBT173点以上、またはiBT61点以上

IELTS：5.5以上
TOEIC : 650 以上（日本地域だけ）
英検2級以上（ 日本地域だけ）
その他、推薦書などで、上記のスコアと同等の英語能力を証明できる場合（日本地域だけ）
（6） 健康な者
（7） 過去に韓国政府奨学金を受給したことがない者
（8） 韓国と日本の友好的な関係を促進する意欲があること
（9） 韓国語能力優秀者は優遇
（10） 研究課程希望者は、受入れ大学又は研究機関から受入れの承諾を得て、その招待状（承諾書）を他の出願書類と一緒に提出すること
５．出願方法

（１）出願書類　
①韓国文または英文提出書類･･別記１「韓国文または英文提出書類一覧」参照
　　　②和文提出書類･･別記２「和文提出書類一覧」参照

（２）出願書類提出先
　　　①韓国文または英文提出書類…在日大韓民国大使館

（受付：月～金曜日9:30～17:00（祝日除く））

〒106-8577 東京都港区南麻布1-2-5    TEL：03-5476-3272

（都営地下鉄大江戸線または東京メトロ南北線

　麻布十番駅下車　１番出口より徒歩５分）

　　　②和文提出書類…独立行政法人日本学生支援機構　留学情報センター

（受付：月～金曜日　9:30～17:00（祝日除く））

〒135-8630 東京都江東区青海2-79

（新交通ゆりかもめ　船の科学館駅下車　東出口より徒歩５分）

TEL： 03-5520-6111/6161FAX：03-5520-6121

　　　注：出願封筒の表に「２００８年度大韓民国政府奨学金留学生（大学院）出願書類在中」と朱書のうえ、簡易書留または宅配便で送付するか、持参すること。

（３）願書提出期限：２００８年６月１８日（水）　１６：００　必着
６．選　　考
（１）国内選考：面接試験
日時：２００８年６月２５日（水）
場所：独立行政法人　日本学生支援機構　東京国際交流館　プラザ平成　４階会議室

〒135-8630 東京都江東区青海2-79
（新交通ゆりかもめ　船の科学館駅下車　東出口より徒歩５分）
注 ：面接時間については、独立行政法人日本学生支援機構　留学情報センターより後日応募者に通知する。

（２）最終決定
国内選考の結果は面接試験の１ヶ月ほど後、在日大韓民国大使館より通知される。

また、合格した者は、文部科学省から在日大韓民国大使館を通じて大韓民国政府に推薦される。最終決定は同政府が行い、その結果は大使館から直接本人に通知される。

７．留意事項
（1） 希望する大学もしくは研究機関より受入承諾書を取得すること（韓国語学研修を履修希望の者は、語学研修終了後に受け入れ承諾書を取得すること）。受け入れ承諾書を取得できない場合は、奨学金の受給資格を失う。
（2） 修士・博士課程希望者で韓国語学コースの受講を希望しない者は、２００８年の秋学期より入学するための受入れ承諾書を得ること。
（3） ２００８年度春学期（２００８年３月～）に韓国の修士・博士課程に入学した者もしくは既に在学中の者は同じ課程には応募できない。
（4） 奨学金受給者は、１年のうち合計９０日間以上（１回の出国につき継続して３０日間以上）韓国から出国してはいけない。また、継続して３０日間以上出国する場合は、奨学金が支給されない。
（5） 奨学金受給者は、２００８年８月２５日～８月２８日の間に韓国に到着しなければならない。
（6） 本奨学金に関する問い合わせは、在日大韓民国大使館に行うこと。和文出願書類については、留学情報センターに問い合わせること。
（7） 安全で有意義な留学のため、この奨学金に応募する者は、志望校等を選定する際および奨学金留学生に決定し渡航する際には、各自で必ず留学先国・地域の治安状況等の安全情報をはじめとする留学に関する情報を事前に収集すること。なお、情報収集にあたっては、公的な留学情報機関である「独立行政法人日本学生支援機構留学情報センター」や、海外でのトラブル防止に役立つ世界各国の治安情勢や滞在中の留意点などの安全情報を提供している外務省の「海外安全相談センター」の情報提供サービスを活用すること。

	・独立行政法人日本学生支援機構 留学情報センター
        TEL：03-5520-6111/6161
        ホームページ： http://www.jasso.go.jp/ryugaku/
・外務省ホームページ： http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 
・海外安全相談センター（外務省領事局海外邦人安全課）
       〒100-8919　東京都千代田区霞ヶ関2-2-1
        TEL：03-3580-3311 (内線2902、2903)   FAXサービス：0570-023300

        海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/


韓国文または英文提出書類一覧                                  別記１
１．出願書（Korean Government Scholarship Program Application）
（所定用紙：2頁）　２部
２．写真 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２枚
カラー、横４cm×縦５cm、上半身脱帽、６か月以内に撮影したもの。裏面にローマ字で氏名を記入し、「１．出願書」（所定用紙）に各々貼付すること。

３．大学以上の卒業・修了（見込み）証明書
　各２部
大学以上の証明書をすべて添付すること（語学学校、交換留学等の証明書は不要）。

       研究課程希望者は、所属した研究機関等の在職または在学に関する証明書等も添付すること。

　　大学院を修了した者は大学と大学院の証明書を両方提出すること。

４．大学以上の学業成績証明書
各２部
大学以上の学業成績証明書をすべて添付すること（語学学校、交換留学等の学業成績証明書は不要）。大学院に在籍している者または修了した者は大学と大学院の証明書を両方提出すること。
５．推薦状(Letter of Recommendation)
（所定用紙：3頁）　２部
勤務先の長あるいは教授等から書いてもらうこと。
６．自己紹介書(Self-introduction Essay)    
（所定用紙：1頁） ２部
　　学歴［大学以上について学校名・学部・学科名および卒業修了（または見込）年月日］、

       職歴、研究歴［発表論文著書等（年月日も記入）］等について詳しく記載すること。
７．誓約書(Pledge)
 （所定用紙：1頁）　２部

８．研究（修学）計画書(Study Plan)　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所定用紙：1頁）　２部

９．健康診断書(Certificate of Health)　　　　　　　　　　　　　　　　　  （所定用紙：1頁）    ２部
10．英語能力証明書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２部
TOEFL、IELTS、TOEIC、英検などのスコア。大学の教授等に書いてもらった証明でもよい。
11．韓国語能力証明書（取得している者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
大学の教授等に書いてもらった証明でもよい。
12．受け入れ承諾書（研究課程希望者は必須）                                                       ２部
	＜ 注　意 ＞

（1） 全て韓国語または英語で作成すること。

（2） 提出書類は、すべて正本１通とコピー１通で合わせて2部を用意すること。

（3） 上記の書類は、1～12までをそれぞれ１部ずつ順に重ねて左上をホチキスで綴じ、２セット作成すること。
（4） 出願書類は、Ａ４判に統一するか、Ａ４判の大きさに折りたたむこと。
（5） 開封無効の証明書等も開封して綴じること。
（6） 提出書類に不備があった場合、失格とする。

（7） 提出された書類は一切返却しない。


和文出願書類一覧　　　　　　　　　　　　　　別記２
１．和文出願書（別紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
２．写真 
１枚
　　横４cm×縦５cm、上半身脱帽、６か月以内に撮影したもの。裏面にローマ字で氏名を記入し、

出願書に貼付すること。
３．大学以上の学業成績証明書
各２部
大学以上の証明書をすべて添付すること（語学学校、交換留学等の証明書は不要）。大学院に在籍している者または修了した者は大学と大学院の証明書を両方提出すること。
４．大学以上の卒業・修了（見込み）証明書
　各２部
       大学以上の証明書をすべて添付すること（語学学校、交換留学等の証明書は不要）。

研究生希望者は、所属している研究機関等の在職または在学に関する証明書等も添付すること。

　　大学院に在籍している者または修了した者は大学と大学院の証明書を両方提出すること。
５．推薦状
２部
勤務先の長あるいは教授等から書いてもらうこと。

英文または韓国文提出書類の所定用紙記入後、コピーを取り応募者本人が和訳したものでもよい。
６．研究（修学）計画書
２部
1 留学の志望理由、②留学中の研究計画、③帰国後の予定について、２枚程度にまとめる。
７．健康診断書　２部

英文または韓国文提出書類の所定用紙(Certificate of Health)（所定用紙：1頁）に記入後、コピーを取り応募者本人が和訳したものを提出してもよい。
８．英語能力証明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
TOEFL、IELTS、TOEIC、英検などのスコア。大学の教授等に書いてもらった証明でもよい。
９．韓国語能力証明書（取得している者のみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
大学の教授等に書いてもらった証明でもよい。
10．受け入れ承諾書（研究課程希望者は必須）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
11．パスポートの写し〔国籍の確認できる部分〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部

パスポートがない場合には、戸籍抄本を提出すること。
12．返信用封筒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通

　　面接時刻の通知に使用するもの。定型サイズに３５０円分（速達料金含む）の切手を貼り、日本

国内の連絡先の住所、氏名、郵便番号、赤字で「速達」と明記すること。

　＜ 注　意 ＞

（１）全て日本語で作成すること。
（２）提出書類は、いずれも正本１通、他はコピーでよい。なお、「１．出願書」のコピーは、写真貼付後の正本からとること。

（３）原本が韓国文または英文しか用意できない場合は、応募者本人が訳したものでよい。その場合は、理由・翻訳者名を明記し、必ず正本のコピーとともに提出すること。

（４）上記の書類は、それぞれの右上に上記書類の番号を記入し、１～９をそれぞれ１部ずつ順に重ねて左上をホチキスで綴じ、正本１部、コピー１部の計２セット作成すること。

           「１．出願書」の残り１部（コピー）・「１１．パスポートの写し」及び「１２．返信用封筒」は綴じずに同封すること。

（５）出願書類は、Ａ４判に統一するか、Ａ４判の大きさに折りたたむこと。

（６）開封無効の証明書等も開封してとじること。
（７）提出書類に不備があった場合、失格とする。

（８）提出された書類は一切返却しない。
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